
施策名 施策
コード

二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

0512 一般 食品衛生監視費
食品衛生法に基づき、監視指導計
画を定め、食品関係施設の監視指
導等を行う。

食品衛
生課

0 32,389 0 4.7 74.9 79.6 654,065
現状維

持
本施策は法律等に基づき、許可や
監視指導等を行う施策であるため。

－ ④ ①
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ①
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえ、感染拡大予防に努
めながら、本事業を実施する。

○

ホームページやリーフレットの配布
による周知や非集合型講習会の実
施により、新型コロナウイルス感染
症の影響を最小限にしつつ施策の
目標達成に向けた取組を進める。

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

本施策は法律等に基づき、許可や
監視指導等を行う施策であるため、
対応可能な範囲について引き続き
検討していく。

1 一般 食品一般 ②

食品営業許可・登録、食品関係施
設の監視・指導、食中毒調査、業務
打ち合わせ・研修会等、製菓衛生師
の試験・免許等

0 20,186 0 － ④ ② タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

－ ⑥ ② タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

○ ② 委員会のオンライン化の検討 ○ ○ ○

2 一般
腸管出血性大腸菌
（O157）による
食中毒防止対策

－
食品のＯ１５７検査を実施するなど、
道産
食品の安全を確保

0 11,634 0 － － － － － － － －

3 一般 リスクコミュニケーション推進委員会 ②

食品等事業者、消費者及び行政間
における情報や意見交換を推進す
るため、ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進委員会
を開催

0 569 0 － ④ ② タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

－ ⑥ ② タブレット等を活用し、ペーパーレス
会議の実施を検討

○ ② 委員会のオンライン化の検討 ○ ○ ○

0513 義務費 食品衛生監視費（義務的経費） － 製菓衛生師試験に関する事務
食品衛
生課

0 345 0 0.1 0.0 0.1 1,126
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

0514 義務費 食品衛生検査費 －
食品衛生法に基づき、規格基準等
について検査を行い、不良な食品等
を排除する。

食品衛
生課

0 109,859 104,396 2.5 34.9 37.4 401,953 現状維
持

－ － ④ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

現状維
持

0515 一般 食品衛生強化対策費補助金
（社）北海道食品衛生協会が実施す
る食品衛生指導及び食品衛生啓発
事業に補助する。

食品衛
生課

0 5,169 5,169 0.1 0.0 0.1 5,950
現状維

持

引き続き、食品関係営業者の食品
衛生管理を推進するとともに、消費
者に対し正しい食品衛生知識の普
及啓発を図る必要があるため。

－ － － － － － － －

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

消費者に対し正しい食品衛生知識
の普及啓発を図る必要があるため、
対応可能な範囲について引き続き
検討していく。

1 食品衛生指導事業 ②
食品衛生指導員資質向上のための
研修会の開催等(委託先が実施）

4,206 4,206 － ④ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

－ ⑥ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ○ ○

2 食品衛生啓発事業 ②
消費者懇談会や食中毒予防教室の
開催等（委託先実施）

963 963 － ④ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

－ ⑥ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ②
研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ○ ○

0516 一般 乳肉及び水産食品衛生指導費 －

乳肉水産食品の安全を確保するた
めに、食品衛生法に基づき、製造施
設等に対する監視指導及び製品等
の検査などを行う。

食品衛
生課

0 29,943 9,500 1.6 32.2 33.8 293,921 現状維
持

本施策は法律等に基づき、検査や
監視指導等を行う施策であるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0517 一般 生活衛生広域監視指導事業費 －

中心的保健所10カ所に設置した生
活衛生監視指導班が、高度な衛生
管理が必要な食品製造施設等を対
象に、広域的に高度専門的な監視
指導を行う。

食品衛
生課

0 2,160 2,160 0.1 10.2 10.3 82,603 現状維
持

本施策は法律等に基づき、監視指
導等を行う施策であるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0518 041402 一般 ＨＡＣＣＰ推進対策費

HACCP（ハサップ）の手法を取り入
れた自主衛生管理の導入を推進
し、道民に安全な食品を提供すると
ともに、衛生的付加価値の向上を図
る。

食品衛
生課

0 7,976 620 1.2 15.1 16.3 135,279 現状維
持

引き続き、北海道HACCPの普及啓
発を図る必要があるため。

－ ④ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中である。

－ ⑦ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中である。

○ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中である。

○
新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえ、非接触型の講習会開催
に向け、教材を作成中である。

現状維
持

1 国法改正に伴う対応等 －
事業者向けＨＡＣＣＰ導入支援講習
会の開催等指導者養成研修等への
参加

135 135 － － － － － － － －

2 道HACCPの推進 ② 事業者向けＨＡＣＣＰ導入支援講習
会の開催等

7,841 485 － ④ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中

－ ⑥ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中

○ ① 非集合型の講習会開催に向け、教
材を作成中

○
新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえ、非接触型の講習会開催
に向け、教材を作成中である。

0519 一般 と畜検査費
と畜場法及び北海道食品衛生監視
指導計画に基づきと畜検査及び衛
生監視を実施する。

食品衛
生課

0 170,094 0 1.3 108.8 110.1 1,029,975
現状維

持
本施策は法律等に基づき、検査や
監視指導等を行う施策であるため。

－ ④ ①
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ①
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ①
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

令和３年度からＷＥＢ開催への対応
を行っているところであるが、今後に
おいても対応可能な範囲について
引き続き検討していく。

1 道産食肉の衛生向上対策 －

①と畜場における枝肉のモニタリン
グ検査
②と畜場法施行規則に基づく衛生
状況の確認･評価

11,199 0 － － － － － － － －

2 食肉検査データの活用推進 －

食肉検査機関(食肉衛生検査所及
び保健所)毎に検査データをコン
ピュータに入力し、家畜生産者毎に
集計・加工処理して提供し、健康な
家畜生産のための有効活用を図
る。

917 0 － － － － － － － －

3 と畜検査一般事業 ②
と畜検査・監視・指導や検査員及び
土地苦情経営者の資質向上を図る
ための研修や会議の開催等。

21,980 0 － ④ ② 研修会等の一部をオンライン化を検
討

－ ⑥ ② 研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ② 研修会等の一部をオンライン化を検
討

○ ○ ○

4 検査員の確保等 －
と畜検査員（嘱託と畜検査員）の雇
い上げ等を行う。

132,974 0 － － － － － － － －

5 対米輸出支援に係る経費 －
厚生労働省及び米国農務省が開催
する研修会、会議に参加
や検査用備品の整備等

3,024 0 － － － － － － － －

0520 維持費 と畜検査費（維持費） ⑤

と畜場法及び北海道食品衛生監視
指導計画に基づきと畜検査及び衛
生監視を実施する（庁舎等の維持
運営に係る経費）。

食品衛
生課

0 80,494 0 0.2 11.3 11.5 170,309 現状維
持

引き続き、庁舎等の維持運営に係
る経費を確保していく必要があるた
め。

－ ③ －
庁用自動車を次世代自動車へ切り
替えるための必要な財源確保が課
題。

－ － － － － 現状維
持

0521 一般 食鳥検査指導費 ②

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検
査に関する法律、北海道食品衛生
監視指導計画に基づき、食鳥肉の
安全を確保するため、検査対象食
鳥処理場等において検査及び指導
を行う。

食品衛
生課

0 17,757 0 0.5 15.6 16.1 143,498
現状維

持
本施策は法律等に基づき、検査や
監視指導等を行う施策であるため。

－ ④ ②
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ②
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ②
会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

本施策は法律等に基づき、許可や
監視指導等を行う施策であるため、
対応可能な範囲について引き続き
検討していく。

0522 維持費 食鳥検査指導費（維持費） ⑤

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検
査に関する法律、北海道食品衛生
監視指導計画に基づき、食鳥肉の
安全を確保するため、検査対象食
鳥処理場等において検査及び指導
を行う（庁舎等の維持運営に係る経
費）

食品衛
生課

0 3,040 0 0.1 1.7 1.8 17,098
現状維

持

引き続き、庁舎等の維持運営に係
る経費を確保していく必要があるた
め。

－ ③ －
庁用自動車を次世代自動車へ切り
替えるための必要な財源確保が課
題。

－ － － － －
現状維

持

0523 義務費 食鳥検査指導費（義務的経費） －

食鳥処理の事業の規制及び食鳥検
査に関する法律、北海道食品衛生
監視指導計画に基づき、食鳥肉の
安全を確保するため、検査対象食
鳥処理場等において検査及び指導
を行う（食鳥検査員の確保に要する
経費）

食品衛
生課

0 30,492 0 0.1 1.7 1.8 44,550
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

令和３年度　事務事業評価調書 04101

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

食品の安全確保対策の推進

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1／2 04101



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0524 一般 食品衛生指導諸費 ②

化製場等に関する法律に基づき、
化製場等における死亡獣畜の適正
処理を推進する他、公衆衛生獣医
師を確保するため、獣医学生を対象
に募集活動等を行う

食品衛
生課

0 803 803 0.4 12.0 12.4 97,647 現状維
持

本施策は法律等に基づき、許可や
指導等を行う施策であるため。

－ ④ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

現状維
持

0525 一般 牛海綿状脳症検査費 －

と畜場法、牛海綿状脳症特別措置
法に基づき、牛及びめん羊・山羊を
対象に牛海綿状脳症（ＢＳＥ）検査を
実施する。

食品衛
生課

0 10,293 6,927 0.2 1.2 1.4 21,227 現状維
持

本施策は法律等に基づき、検査等
を行う施策であるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0526 一般 狂犬病予防対策費 ②

狂犬病の発生やまん延を防止する
ため、狂犬病予防法に基づき未登
録犬及び未注射犬の捕獲・抑留等
を実施する。

食品衛
生課

0 119,418 118,651 0.4 12.6 13.0 220,948 現状維
持

本施策は法律等に基づき、未登録
犬及び未注射犬の捕獲・抑留等等
を行う施策であるため。

－ ④ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

－ ⑦ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

○ ① 会議・研修会等の一部をWEB開催
で見直し

現状維
持

0527 一般 養成施設指定等事業費 －
養成施設の指定等の適切な事務及
び、適正な運営の確保を図るため
の指導監督を行う。

食品衛
生課

0 1,248 1,248 0.9 0.0 0.9 8,277 現状維
持

本施策は法律等に基づき、資格認
定や指導等を行う施策であるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0 621,480 249,474 14.4 332.2 346.6 ■令和４年度　新規事業
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